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生蓮研兜

風イヒ防止のためにアルミニウムベィン

1・で塗装したコンクリート建の戴宕

錯　　言

アルミニウム用

塗料及び接着剤

増　野 費　（庶化）

　　棘天學萄奎按術研鉦所に於て，アルミニウム艮びそ

・「 ﾌ合金を建築．橋梁，車輔、能舶等の陸瀕貯造物へ活用

　する綜合研究が行われており，從つてそれ等梅造物に封

　して蓮當な表颪塗装の問題を考慮する必要があることは

　申すまで＄ない．その塗装法として合威樹脂による下塗’

　油性塗料による上塗その他：’4一の方1鋤：考えられろ．ア

　ルミニウム・ペイソトも一つの腰なる蓬料でありこれ

　は上鋪塗費であろが被覆能が優秀であるために使吊條

　件によっては下塗用塗藏を省賂して二変塗りすうだけで

　十分である．よつてアル言；ウム及びその合金に附謝生

　のよい合威樹脂塗料，・アルミニウムペイソトについて，

　その製法，蹴，用法等につき簡1翼に記述し，なお金厨

　の装着劃として使馬せられるものについて附記する．

1，塗　着

　f石挺酸7t．ルムアルデヒド系合虞嵩脂塗料

　石灘とフォルムアルデtドとの営量を用いて縮合さ

せる場合，箇媒として斑生ソーダ，アソモニアのような

皿垂を用い加熱すると，．リゾール型，レジ1・・一ル型1筑旨

を継て最諮汐合物であるレジット型も．、編となろ。これは

有概警趨に不湾性で且つ不踏融｛主である．このリゾール

型樹脂オキシペソジルアルコールはコソバウソFとして

アルミニウム加エの際飛藺などに使湧し得る■一

　ところが石1究酸とフtルムアルデヒFとを轍を蹴媒

．として縮台させた飴はノボラック型樹脂（ヂ才キシ・

　ヂフェニル。メタソ）となりこれ以上縮合は進まず，可

　糊生，熔磁性であり，熱可ン性を示す．

　盟i蛾は酸を胴媒と’したいずオtの場合に於ても石灘

　の量が過剰であるとノボラック型樹脂を生戒するが，塗

料用にはこのノボラック型樹脂が主に用いら2tる．．

　オイルワニスは，距麻仁油，桐油を原料として嚢した

　ボイル油或ぱスタソド油と石炭酸樹脂とを熔合し，酒請

テルベン油に瀞解した透明な液盤で，稀無躍の鞭する

に從つて粘珊となり，ボイル油，スダンド油申の亜麻仁詣

桐油などの乾性鴻が酸化を受けて弧磁で弧力があり琶禰

に不篇性で特に耐水性の大きい被膜を作つて乾燥する，

　　2尿聚樹脂塗科　尿崇樹脂はカーバミド魯ち黒棄

（H2N・CO・tSH：｝の初薙縮．合物で無色透明或は宇蓬窮O

糊版水i誉性である．尿渠とフォルムアルデヒドとの反巨

は縮合の際の蘭媒の種類及び尿素とフォルAアルデヒF

との鯛合その他によつて異るが，水溶性御｝望，：富台劉蝦

性或は蛭韮性何れの籠媒の場合でも製造できる．この萄

期縮合物は粘1睦で蜜温に於てt；g　a・に藁合が進行して£

に硬化する．硬化するに至ろ期闘はだいたい6ヵ月でこ

の期間に使用すろ必要力二ある。初把縮合静を黄室乾燥す

ると白色溌末が得られる．冷所に澤『を進げて貯えてお

くと豪く保有でき，使屠に際して1±水に溶屏して焉いる・

　尿素樹脂塗料を造るには，反運f撤に原粁の尿葉，フ才

，ルムアルデヒド，胴媒，水を入れ蒸氣鶏熱して互愚を行

い，反馳成物は濾過渓，波縫に移し，試睡下で灘

すろ．これiこ可観濁とアルコールと水を茄えて尿棄蝉

塗料とする．

　尿灘鮨謝斗ユG。に野し（Slj　10％のE化アソesウ

ム水号露液ユC～20を使用すると，10～120分て乾駆する

鳳樹撒λはFfit・）て髄に鮒き．醐・髄硬い群
J　　IL＝一一噂
ビユニ，t）・

　尿楽樹脂¢靱性，：弾性を改臭する目的で尿素とア卿

ル酸，メタアクリ．ル酸のよ5な重合性の不飽和結合を有

するもの哲知騨型に縮合させて御二齢させ7」t



　　第2雀　第4號

藤樹脂鎌曜る翻雌のものを造るこ≧ができ為・－

3メラ認麟塑箱麟遡・粉解し碍ら
幽押アソ・ヂア・粗賦C櫛H・）・噸C騎とア

ソそニアとを加睡反癒畢申で加熱して反懸さぜるとメラ・

‘Yh：生成する・．この反1齢際メラム・メレム等のメラ
ミ’

¥繊盤が副生・またメラミシは石鰻却直接造．
ることができe・．これは石雄欝オ・を加え，s5？cに於

て2蒔間反懸させると，グア子ルシアナミド，尿素・水

醐がノウ　炭辮の齢物力：考耳ら摘携これに

罷距ダ勧薩2ge？Cに加熱反懸させる幣ラミゾ
が生成する．メラミソをフ才ルムアルヂビドその他のア

ルデヒF類と一縮合して得られるSラミソ樹脂を原舞と

し，尿素樹脂と同様に塗料をつくると，モの被膜は展棄

樹脂の被膜より彊靱で鳶水性も｛憂れている・尿素樹脂P

場台と婦雛　メラ、ソ樹脂塗醤に赤外線を．あてると極め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、て蓮かに乾燥する層一

4アルキ瑚脂塗耕アルキ劇脂の代…謝のものは，

グリブタール樹脂である．グリブタール樹脂はグリセリ

ソと無水7タール酸の縮合によつて生威するものである

　この携脂ほきわめて粘1管性があつて柔軟性に富んだ塗

膜を作るので，葦イル涌，スタソード瀬と熔合してワ＝スを

嬰造する重要な原醤である．グリブタール樹脂を原糧と

‘し五轄操性のi掻いニナ吝ノ』は特に燈付けに蓮iし，なおラ

畔勇一の軟化鰯としても用いられ，耐光性が優れてLる．

　5ヴィ：二’1〆壽…鑓華冨旨奎醐

　G）雛1酸ヴィニル衝謄　液状又に：ガス朕醗酸にアセチ

レソを作驚させると酷酸ヴイ呂ル雌雌ボ生ずる・これ

を逼置則1彪コの荏在で煎蕪すると重合して高臼子化合物が

生ずる．抵重合麦のものをアルミニ，ウム塗聾覇ララカー

に加えると軟化鰯となる．濫酸ザィニ、ル樹脂は乳化液を

蓬り垂舞に妻癬語でき・ろ、

　（2）建化ヴ〈一ニル嵩躇　アセチレソに肇化水素を作用

させると塵化グィニルを生成する，甕i化ヴィ島ルは客易

に軍合レて高分子北合物を蓬る・’これが盛i化ザィニル合

減鵬で最近翻として使用の可能｛生力旧本に於ても認

b射1，モの使罵が要蟹せられている．

　③疑化ヴィニル・醍1酸ヴイニ’レ些重合腔崩脂　鷹化

ヴ｛‘ル単量墜と蚕酸ザィニル輩量墜とを量合させると

之等乏｝共重合｛造が得ち7，T，これ亀i蟄料の威分として感用

できる．』

　6アtレミ三ウム・ペイントぎアルミニウム・ペイソト

1源料町ルミニウム．べ＿スト，ア・レミニウム・フレ

ークのi形，大さが適當であれば充分よぐ防護性を聾軍す

il：アルミニウムの徽粒手はベイン’i＋の表面に凝穿＋る

とれを（馳afiロ9と程す）のでギ部のベイソ1一を保凄して

いる・そのたあベイγト塗叢は画定し，光が濃i透してベ

イントの質を憂えるのを保護している．叉水演ペイノト

嫌醜してくるの勧睡劫更に下藻のアルミニ

　　　　　　　　　　　’　I　　I　Ir　　　　　　　　　　ユ93．　　　　・ノ

　ウムその他の金溺の保護をしている．コーソレタール，ピ　’

　ッチ，アスファ・ル1塗装は，7krlに於ては防蝕の目的を

一：． ﾊすがこれにアル　．＝ウム　ベイソトを塗装すると外響．

　を改姜し，太陽光線kより塗膜にクラ・Pt，’ltの入るのを防

　止することも可能である・　　　　　　　　　一　　　　　’，

㌦Ili接　清．剤　　　一　　　’・　d．　L　　　：・

　　アルミ昌ウム合金を講邉物に使用する際，金憂向志の・

　接着も亦必要であるから，その目的に使用七し得る接箔蹴

　につき2，3記蓮する・　　、、

　　1ボリヴイ』ニル・7セタ』ル樹脂接着劃・ポリザ引

　ニル．アルゴ∴ルをアルデヒギ類でプセPt・・一ル化すうと

　ポ1リヴィ昌ル・アセタールを生成する・これば安歪ガラ

　ス中間接着剤として優秀である．ポリザィニル・アセPt

　一ルをメタノールに溶解して接游甦を蓬り金罵と金鴎と

の蹄に鯉律るr・、　　・‘一．
　　2アクリル酸樹眉旨接着齊U　　アクリル酸樹琵旨錨醐に

　使用するアク即レ酸樹『脂はアク》ル醸のメチル呂ステルー

の1胎によつて得励る高分子fE合物で…毅庇、柔軟性

’接充功鞭秀で安全ガラスの接鵜に準するか・離金

島初暁常の鋪鰹蹄し鞭響骨面蘭し∫節
　力の彊し雌微がある・

　　3ポリウレタン接1謝削　接着珊としてポリウレタy・一

　化合物泰使用せられる［q）1まjヂイソシャナート（QCN　1・．

R・CNO）とヂオキγ化合物（OH・R’・9H）とを｛蝉灘ヨ

・混ぜて，装着し‡うとナる物質の間で反磨させると・君

　リゥi！タソ（〔－OCHN・R・NH・CO・OR’QL］　．）を生成し：

　装着力ができてくる爲である．ヂイソシャナ・一・Fそのも

　のも接着彌として利用し得る　こ九らは金憂と金麗とQ・

按嵩時にアパミ＝vSの場合た適飾可能性力：ある・

　Nニヂレンイミ・ン・とヂブヅシ・t：　一・　Nま附加反懸を起㌧’一

　て勝…化台物を造るが，こi，1は熱時・開製重合して優れ一i

　充装着力を示すので興昧がある．．．．　．　　二

　　　4スチロ，一ル醤粥旨1箋着動　 ．エチ1ノソとペソゾールと

　を壁化アル・ニウム筋媒の有在で作津させるとニチルペ1

　ソゾールが得られる，このエチ～レベyギrルを麗水i素丈

　るか，ヌ，書ま駆素化，懸戴反慮を行つてスチ恥†ルを合

　威する．スチ戸一ルは重合賜媒の存在の下で容易にスチ

　。＿、唖合物を作る．スチヒー〉レ樹1／旨をベソゾール・ト1

　，レかル，ニチ・げセテr｝に翻した溶灘錨の接

　蒲豫1に使罵できる・　　　’　・　　　　　　’一

　　結冒

　　壇上に合成樹脂塗縛．アルミ鼻ウム・ペイツト或は油「

　性塗料並びに金嵩に懸用し得る蹄琿の種類を激種暴げ1　，

　て耀齢りたのであるガア）V・・ニウム用塗料・アルー

　ミニウム垂節告劃の製造に聡來何等か役立てば潴の幸と．　点

　するところである．（195G　1・31）・


